
 

インドシナ三国の政変と在日インドシナ留学生の支援 

 

ベトナム戦争は終結したが、その後インドシナ三国からの留学生は国からの音信が

途絶え、送金も無く大変な苦境に陥った。「留学生の母親」運動は緊急援助の募金

活動や留学生の定住を求めて署名活動を行った。 

 

「在日インドシナ三国留学生・元留学生アンケート調査」を実施、報告書を出版、 

在日インドシナ留学生に関する請願書を衆・参議両院議長に提出した。 

また、中には難民として日本へ入国する家族もあり、留学生の就職問題にも取り組

み、「難民問題研究会」「定住問題研究グループ」が発足した。 
 


